
火光利用　さ。ん．ま棒受網漁場調査

大島正秀・柴田光夫・安源之允

緒　　　論

例年に引き軌、て今年度も東北海区を中心としたサンマ群を対象として解禁前の一斉漁場調

査及び漁期中の漁場調査を実施しサンマ群の沿岸及び沖合の分布洞選の状態，海況との相関性
等の調査を実施した。

Ⅰ・解禁前海洋及び生物試験調査

1．趣　　　旨

本年度のサンマ試験調査について東北海区水産研究所主催の下に千葉県以北北海道迄の各水

試が所定の定紋を観測し解禁前の海況並びに魚群の渦遊状況を調査し併せて資源学的調査に重

点をおいて実施した0本調査は此の綜合調蚕の－一環として当水試が指導舷茨城丸を使用して実

施したもので特に黒潮流域及び1550E以乗のサンマ親魚の年態調査及び近海151OE線及び147。

E～1480E線のサンマ漁場の開発に努めた。

2．調　査　員

船　長　　　立見暢之外39名

調査月　　　久保姓一

福島信一（東北水研）

3．調査期間

昭和27年9月7日より9月22日迄16日間

4．調査事項

A．調査区域

390－00′N1420－30′E・390－00′N1500－00′E，42。一00′N158白州0′E，

420－00′N1470－00′E　の4点を結ぶ海域

B．海洋調査

a・測温採水　OmlOm　25m　50m　75mlOOm150m　200m　300m　500m
の各層

b．水色透明度

C．プランクトン（150m層）の採集

d．稚魚採集　表層を5分間曳網

C．漁獲試験

各漁場で流網及び火光利用棒受網の試験操業

D．魚体調査

各漁場で流網及び火光利用棒受網による漁獲サンマの多項目測定
5．漁壬舅試験設備

A・棒受網1組　仕立上り浮子方16間　浮子方23閤　網丈17間

使用網地　5号14節　3革，3号14節　4車
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B．流網100尿　綿糸，9．5節150稗，出来上り　長さ40間

｝　C．集魚設備

15kw発電機1基10kw発電機1基

右舷　5（氾W8個　ビーム4本

船首引廻し用　500W8個　ビーム1本

左舷　500W16個　ビーム1本

船橋　5kwライト1個

ポウスピリット　2kwライト1個。

6．一斉調査前の概況

本調査前には1480E及び1500E以東を南下する沖合親潮寒流の消長と此の寒流にのつて南下

を予想されるサンマ群の状態等は重く不明であった。唯道東海区沿岸のサンマ漁場については
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Fig．1解禁前漁場調査航跡図

かなり精しい概況が判明していた。即ち8月下旬190C暖水帯は釧路S35′附近迄張出し14℃～

15℃の冷水帯は納沙布沖合から舌状に張出し　25m層で70C～1lOCの冷水塊となっている。

サンマ群は釧路～落石崎沖20′～25′水温15℃　台の汐境に濃縮され300〆～5，000〆　の好漁

がみられた。9月上旬にも19℃暖水帯は大業島SE30′附近と広尾SE60′　附近迄舌状に輩出
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Fig．2　茨城丸調査に依る解禁前の表面水温分布及びサンマ群の南下状況
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し水深10m迄此の影響をうけている。一方親汐寒流は徐々にその勢力を檜して沖合重役忙わ

たり南進の状態で主流は釧路SE30′附近と同90′附淀を南下している。サンマ群は大黒島～

落石崎距岸20′以内水温140C～16℃の水域に滞泳している。8月下旬から9月にかけてこれ

らのサンマ群は主として25cm～27cm　にモードのある中型魚であったが9月上旬には遺棄海

区帯岸の各所で中大型サンマの浪群が発見されるに至った。

7．調査結果

（1）道東海区沿岸及び沖合

落石崎附近より道東海区岸沿いに襟裳崎を経て鮎崎沖70′附近に南下する150C～18℃の

沿岸親汐寒流は非常に強く金剛JElOO′附近より北上する暖流分派を圧迫しているが190C

水帯の尖端は大黒島S25′迄迫っている。花咲～釧路沿岸20′以内には前句に引き絞いてサ

ンマ濃群がみられ伺後続群が北千島方面より南下しつ」ある。42000′N，144030′E及び41000′N

144000′E附近水域は16℃～180C水帯でサンマは極めて薄く火付も悪い。併し16℃水帯を南

下した襟裳崎SE25′～40′，水温16．80C

～18．00C　では流しシラミ大群が間断た

く南下しつゝあるが火付は精々惑い。大

黒島附近のサンマは体長17cm～34cm

で28cmにモードがあ　り南京サンハマが

割合多いd襟裳崎近海のサンマは精々小

型で図に示す様に体長17cm～33cmで

25cnl及び27cmにモードがあり主として

3年魚で構成され生殖巣は未熟である。

Fig，3　襟裳崎東沖で樺受約による漁獲
サンマの魚体　A，体長組成　B，年令組成
C，生殖腺重態分布，実線合，点線♀

（2）1480Eを南下する親汐寒流

147030′E～151OE，42ON～430Nの海域からは膨大な寒流系水がS～SWに南下している。

表面水温は147040′E～148020′E間で150C台を示して最も低く此の水域からサンマ流し大群が

一画に南下するのを認めたが灯付は悪い。併し本流はむしろ1480E～1590Eの広大な海域にあ

Fig．4　N420線の下層水温
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ると思われ10m～20m層は100Cを示し25m～50m胤ま5℃を示している0此の寒流系水

の尖矧は表層で400N～41。N間に止っているが下層は39。Nに達し20m～35mに1‾5。C水帯，

皇5m～40mに100C水帯，50mに50C水帯が認められている。従ってこゝ咋二はすぼらしい

COLD WALLが形成されカツオの主漁場となっている。

Fig．5　N390線の下層水温

（3）1500E以東の現汐家流

15lOE～158OE420N附近海域は表層で180C～20℃水温を示しているが寒流系水は1550Eで

湧昇し40m～50m間に10。C，70m～80m間に5℃水温が認められている。サンマは1550E～

15紆Eフ虹温17．6℃～19．40Cに大型魚から小型魚まで極めてうすく浮上しており灯付は全く悪

い。この海域で流約30反の試験操業を行って漁獲されたサンマは図に示すように体長のモー

ド30cm附近にあり大型魚で3年魚乃至5年魚に属し4年魚が主群と認められた0その生殖巣

∧　　　　　8

r∴∴∴
Fig．6　N42DO9′E157032′で流網による

漁獲サンマの魚体
A，体長組成　B，年令組成　C，生殖腺
重量分布，実線合，点線♀

も沼岸と精々異なり∴或程度熱している。

（4）金華山沖の黒汐流域

黒汐は39DN，1470E～1500E附近が本

γ　流でENEに東進して42QN，1510E～

1580E一面に拡大していた。金華山沿岸

にはクロマグロ及びイワシ魚群が多い模

、様であった。

ⅠⅠ．漁期中漁場調査

昭和27年サンマ漁期中の海況と魚群の移動状況を調査船茨城丸及び県下当菜胎の報昔に基

いて調査した。

1．枚・　誼

9月下旬漁場は餃角沖合の40030′N143040′Eを中心に形威されたが10月に入り現汐の発
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達に伴なって漁場中心はSEに移動し39qN～400N，1440E～1450Eに達し10月上旬は臨崎沖

に漁場が形威された。11月に入り漁場は金利力近掛こ出現し中旬まで軌、た。この時期にサ

ンマ群の尖端は那珂湊近海に出現し36020′N141020′E忙漁場が形成されこの海域より犬吠崎

沿岸にわたる漁場は鮭漁時か12月下旬まで続いた。

2．操業経過

第1次航海　例年実施される解禁前の調査終了後漁場調査を実施した。漁場は420－40′N，

1440－55′E附近水城水温16℃～18℃で群は極めて薄く其の後410－18′N，1430L34′E附近で

操業した。観測結果は図に示した。

第2次航海　390－20′N～400－50′N，1430－30′E～1440－20′Eの海域で操業したがシラミ流し群

で群薄く火付悪く　4，000′の漁獲を得たのみであった。

第3次航海　390q30′N～390－55′N，1430－10′E～1450－20′Eの海域で水温15．7℃～16．50Cで

流し群操業火付は梢々良く9，400〆の漁獲を得た。

第4次航海　39030N～40000′N，143020′E～144Q15′E水温16．lOC～17．8℃でシラミ流し大

中群を見て操業魚群・か遊泳深く網乗悪かったが9，500〆を漁獲した。

第5次航海　39030′N～40000′N143020′E～144005′E水温14．80C～16．8℃でシラミ濃淡群

を見て操業火付網乗共によく12，000〆の漁獲を得た。

第6次航海　39038′N～39048′N，143045′～144020′E水温12．40C～15．60Cの低温域でシテミ

群を亦泊045′N，143050′E水温13．8℃でイルカ廻し大群操業12，000〆の漁獲を得た。

第7次航海　39011′N～39022′N，143020′E～143050′E水温13．40C～17．3Oc　の仏範囲な水

帯においてシテミ流し群操業火付悪く5，000〆の漁獲を得た。

第8次航海　漁場は南下し金華山近海の38006′N～38030′N，142848′E水温15．80～18．0℃

でシラミ群操業群うすく火付悪く8，000〆の漁獲を得た。

第9次～第12次航海　金華山近海にあった漁場は那珂湊より犬吠略沿岸に南下し第10次航海

には12，000〆の漁獲を得た外粂4航海で計お，000〆の漁獲を得た。群はナガシシテミ群で水

温17℃～19℃にあり他船より梢々高温水帯に位置していた。

3．調査結果及び考嚢

（1）海況と漁況

9月下旬　襟裳崎から南下する寒流系水は急速にその幅を東西に拡大した。水温160Cの水

帯は398N144030′Eに迄達し昨年よりlOC高目で16℃～17℃の水帯も広範な分布を示した。

群は襟裳崎から南下する水温16℃～170Cの水帯にのり南下し漁場はこの海域に集約された。

この漁場中心は昨年より輔々北に位している。

10月上旬　台風ポサイの通過により金華山近海の水温は著しく降下した。即ち凄岸南下寒

流の水温150C水帯は39030′N144000′Eに達し9月下旬金華山近海にあった水温21℃前後

の暖水帯は滑滅し40030′N143020′E及び40030′N，1440001三′～145000′Eから≡迅Wに南下し更

に40000′Nから東西に拡がって南下した。この両塞流域がこの時期のサンマ主漁場となった。

10月中旬　前句に綬いて三陸沖の水温の低下は著しく平年より10C～20C低い。即ち北海道

東岸沿いに南下する観汐寒流分派は凄岸北上する高温水帯を圧迫しながらかなり南下し39050′

N143040′E～144010′Eを中心とする海域に17℃の弧立水塊が出現した。このため南下寒流

はこの弧立水塊を挟んで束沖合側はSSE，西側ではSWに張り出している。暖寒雨水帯の援

触部は著しく複雑でサンマ漁場中心はこの海域にあって操業船は好漁を示し15，000メの漁獲
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Fig．7　漁期中の航跡図

船も少くたかった。

10月下旬　各海区の暖寒流の流車由上の変化は前句に比し殆どなく全肢的に水温の低下が著

しく近海沖合共に10C～3℃低くなった。1440Eを中心、とする宏暖商流は顕著な潮境を形成し

漁場は390－00′N～40020′N143000′E～144000′Eを中心に置かれ10月上旬の漁場よりも西側
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Fig．8　　海　　況　　図

油芹沿いに移動した。これは前句のように10月上旬1440E～1450Eに張り出していた200C前

後の暖水帯がNWに進出したことを物語っている。

11月上旬　38020′N142030′E～143000′Eを中心とする金隼山沖には180C～20ccの暖水帯

が残存していたため接岸南下するサンマは解禁以来久しく鮫崎沖合に停滞していた。併し11

月に入り金華山沖より犬吠埼に向う滴下宏流の伸長がすこぶる強く臨崎近海のサンマ漁場は

SWに移動し常盤海区に突入し塩屋崎E20′～40′及び部珂湊E20′～40′を中心とする2海域

に漁場が形成された。：那珂湊沖合漁場は塩屋崎E20′附近から那珂湊E20′～40′を経てその

尖端は銚子NNE20′附近迄の間の水温17℃以下の沿岸冷水帯と水温190C前後の沖合暖流

水帯から生じた潮境上に漁場が形成されている。三陸沿岸の漁場は綾里崎E漁場より金華山

E20′～70′間の水温15℃～17℃の水帯に連続した広範な漁場で操業船は好漁をみた。

11月中旬　サンマ漁場は前句半ばに犬吠崎に達し史に大東崎及び勝浦沖にも魚群が発見さ

れた。旬前半部珂湊～犬吠崎近海の160C～200C水帯は極めて複雑な暖窯商流の接触部を形成

し操業船は非常た好漁を博し活況を呈したが美瑛引続く荒天と同漁場の魚群が漸次群薄くなっ

たため旬後半には栃はなくなった。このとき塩屋崎E30′～50′附近に比較酌強勢な暖水帯があ

り■南下寒流が阻止されていたので塩屋崎NE20′～30′水温180C以下の沼岸冷水帯と沖合から

の暖水帝との間の凄岸南下流上に漁場は再び集約された。
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Fig．9　サ　ン　マ漁場図

11月下旬　北上する沿岸暖流は南下する寒流系水との間に茨城沖合に顕著な潮境を形成し

た。漁場は此の潮境上が中心となったが群薄く灯付不良に加へ操業倍の過度の密集も手伝って

漁況は板はなかった。

12月上旬　塩屋崎より犬吠埼に向う沿岸寒流は漸次その勢力を増し一方暖流系水帯は犬吠

崎沖合にあって援倖南下する宏流糸水との間に顕著な潮境を形成した。漁場は依然として茨城

沖合の此の潮境上（犬吠崎NE30つに形威されたが天候不良と灯付不良のため漁況は坂はなか

った。

12月中・下旬　犬吠崎近海の腹水帯は衰へを見せず備20℃水帯の分布がある。一方塩屋崎

から接岸南下を授ける寒流系水は犬吠崎近海の20℃水帯のため犬吠崎以南への南下を阻止さ

れている。漁場の中心は36030′N141030′E水温16℃～170Cの海域にあり亦犬吠崎近海でも

操業されたが好漁は見られなかった。

（2）漁獲高とその変動

本県のサンマ漁業は昭和23年流網より火溌利用棒受網へと漁具漁法の変遷があってからそ

の漁獲は流網操兼期のそれとは比較にならない程の増加を示し今年サンマ水揚高は別表忙示す

ように5，033，751〆と従来の最高量を示し昭和26年より2，776，462〆多い。この様に漁獲圭
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昭和27年　サ　ン　マ　漁　獲　高　表　　　（）巾は26年度漁獲数量

月　別

ごE l‘J

磯　　　　浜

那　珂　顔

；平　　　磯

！磯　　崎

…　久　　慈

十喜】

ぎ　大

鳥　浦

計

9　　　　　　　　10

18，000　　　145，300

12　　1　　計

322，5601　　99，500

19，300　　　　47，100

170．474　　　　659，346

98，7631　400，404

40，995　　　151，855

43，440　1　　　　　0

896，991　　　502，641

310，369

76，673

（125，000）

585，360

（150，177）

109，840

（1，135，177）

2，229，452

（412，518j

1，370，485

（278，176）
454，315

6・422　　　11，771l　130，079　　　91，亜3

O l O

0！　3，611

353，954l l，419，387　　2，179，744

（89，566）

239，755

（18，900）
977

（47，644）
43，567

（90）

1，080，666

（2，257，248）

5，033，755

の上昇をみたのは解禁当時すでに三陸海区に主漁場が形成され以後11月中旬三陸海区より常

盤海区への漁場の南下に伴ってこの海区の漁期終末まで9月下旬35万〆台にあった漁獲貴が

10月141万〆・11月217万／】12月108万〆と平均した漁獲があった為で特に11月に最高
漁獲があった事が影響して居る。

（3‾）水温よりみた漁獲の変動と漁獲隻数

漁獲水温と漁獲量及び漁獲隻数のモードとの錨係を調査したので海況其他を加へた考慮は攻

の機会に譲り一応こゝでは単一年のデータを検討するに止める0漁期初めの甑崎沖漁場より犬

吠埼近海の終漁期迄の漁獲水温は10℃から20。Cの水帯にあり垂漁期を通じての平均漁獲適

水温は15・ざCの水帯にあった0漁獲水温の変動は別表に示す通り9月下旬の初漁期の鮫噺や

漁場では低温水域にあるが盛漁封に入り漁場が南下すると高温水域に移り終漁期漁場が犬吹鳴

近海に移動すると低温水域へ再び移っている。

（4）体長組成よりみた魚群の変動

上記各漁場で漁獲された魚体1，526尾について絵体附こ亦漁場別に体長組成を調べたのでそ

の概略を述べる0全般的にみて今年度のサンマの体長組成は20cm～33cmの範囲にあり図に

ある様に25cm～30cmが主群を占めるo昨年の体長組成は28cmにモードのある単峯の分布
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を示したが今年は27cm～28cmに班があり同様に単峯の分布を示し昨年と大差はない。これ

を各漁場（漁期）別に比較すると園に示す様に解禁潮目乙は27cm及び31cmに山のある

Bimodalな分布を示したが10月上旬漁場が沖合に移ると29cmに山のある単峯の分布に変り

大型群は見られなくなる011月初め沖合漁場が満城して近海漁場となった頃再び近海に大型

サンマ群が規はれ中型群と泥獲されたがサンマ主群が接岸し初めた11月中旬以降より再び中

型魚の群だけとなり終漁期迄この中型魚の体長組成は軌、た。
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Fig．10　各漁場の体長組成及び群平均値
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